
地域に踏み込むはじめのいっぽ

皆さんは、子どものころどのような「性教育」を受けたか覚えていますか？

学校でも家庭でもタブー視されることも少なくない「性」の問題。一方で、タブー

視するからこそ、正しい知識を得ることができず、それがトラブルや暴力につな

がっていることも少なくありません。人口中絶は年間約16万件、児童ポルノ事件で

検挙される件数も年々増加しており、社会課題として顕在化して来ています。

授業や家庭以外で、若年層が健全なかたちで性に興味をもち、知識を得られる

きっかけはないだろうか？ゲストの鶴田さんが思いついたのが、からだの仕組み

や性暴力、セクシュアリティについて図解するトイレットペーパーでした。

今回のフミコムcafeでは、鶴田さんの取り組みや葛藤も伺いながら、タブー視さ

れやすい社会課題の伝え方を一緒に考えます。一緒に知識を得て、つよく、優しく

なる一歩をふみだしませんか？
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こどもたちが性暴力で心挫けない社会を
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知識は、
私を「つよく、優しく」する。


